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日焼け止めの主成分分析

■測定条件

移動相: CH3OH / H2O = 90 /10 
カラム:   LaChromⅡ C18, 5 μm, 4.6 X 150 mm
カラム温度: 40 ℃
流速:     1.0 mL/min
注入量: 10 μL
検出波長: 305 nm

■試料の作成

実試料4種類について、各1 gを異なる瓶に採取し、
蓋で密閉。

365 nmの紫外線を照射。

1週間毎に各サンプル0.1 gを採取し、残りの
サンプルは蓋で密閉後、紫外線を連続で照射。

4週間繰り返す。

■試料の前処理

試料 0.1 g を秤量する。

テトラヒドロフラン 5 mLおよびアセトニトリル 20 mLを加える。

超音波で 10 min間抽出をおこなう。

アセトニトリルを加え全量を 100 mLとする。

0.45 μmのメンブランフィルタでろ過。

HPLC測定

AS/LC-076 高速液体クロマトグラフ

高速液体クロマトグラフ
Chromaster®

太陽光には290 nm～400 nmの紫外線が含まれています。このうち290 nm～320 nm（UV-B）は、
主に皮膚炎症反応を発生します。320 nm～400 nm（UV-A）は、シミ、シワなどの光劣化現象、DNA
ダメージに関与しています1)。

紫外線から肌を守るために、各種の日焼け止めが販売されており、紫外線吸収剤、紫外線散乱剤等
が含まれています。紫外線吸収剤としては、メトキシケイヒ酸エチルヘキシルが多く使用されています。
メトキシケイヒ酸エチルヘキシルは紫外線に暴露されることにより、紫外線を吸収する効果が高い
トランス体から、紫外線を吸収する効果が低いシス体へと異性化が起こります2) ～3) 。高速液体クロマト
グラフを使用して、日焼け止めの変化状態を確認するためには、標準試料を準備して検量線を作成し、
定性、定量をおこなうことが必要となります。

多変量解析は多項目からなるデータを何らかの基準よって整合・統合し、より少ない合成された
変量で説明、解釈しようとするものです4)。「製品の種別」や「良品と不良品の分類」への応用が期待
されています。今回、多変量解析ソフトウェア3DSpectAlyze®の主成分分析により、クロマトグラム

パターンから日焼け止めの紫外線照射による変化状態を判断することを試みました。その結果、定性、
定量をおこなうことなくクロマトグラムパターンから紫外線照射による日焼け止めの変化状態について
分類が可能でした。

保持時間 (min)

※クロマトグラムは最大ピークに合わせて規格化。
※主成分分析には5 min ~ 6 minを使用。

図1 クロマトグラム例
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注意： 本資料に掲載のデータは測定例を示すもので、性能を保証するものではありません。

✓定性・定量をおこなうことなく、クロマトグラムパターンからデータの特徴を可視化出来ました。

✓紫外線照射による日焼け止めの変化状態を分類することが出来ました。

✓工程管理や品質管理に活用することが期待できます。

主成分分析

<主な装置構成＞

Chromaster 5110 ポンプ、5260 オートサンプラ、5310 カラムオーブン、5420 UV-VIS検出器

* 3D SpectAlyze®は株式会社ダイナコムの登録商標です。

2020 Hitachi High-Tech Science Corporation
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図2 主成分分析の結果
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